
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                《研究授業風景，分科会・全体会》 

 

 

 

 

 

 

 

奄美市立朝日小学校 

研究公開 
 子ども一人一人を光り輝く“あさひっ子”に

     ～成就感・達成感を味わい主体的に運動に取り組む子どもの育成を目指して～ 

研究の仮説 

 

公開授業及び分科会の様子 

「平成 28・29 年度 たくましい“かごしまっ子”育成推進事業推進校」 

分科会で出された成果（ 〇 ）と課題（ △ ） 

〇 感覚つくりは素晴らしかった。運動量の確保や主運動につながるコツ・かん

を育てられる。また，様々な場も設定されておりよかった。 

〇 グループ内でのアドバイスや声かけもよく行われていた。 

〇 普段からの学級経営の温かさが伝わる授業だった。 

△ 異質グループを基本にすることで，学び合いが深まるのではないか。 

△ 場を作り変えることが時間のロスにつながるのではないか。 

仮説１の視点 

〇 動きの感覚（コツ・かん）を豊かに育む教師の手立て 

 ・ 主運動につながる感覚つくりの在り方 

 ・ 目標や見通しのもたせ方 

〇 子ども同士の学び合い 

 ・ 言語活動を活用した学び合い 

 ・ 身振り手振りでの伝え合い 

 ・ グループでのタブレットやホワイトボードの活用 

 

 

研究の視点 

 

(仮説３) 一家庭一運動の様子 

(仮説２) 体育環境の設営 

一校一運動(長縄大会) 

 


